
乗
下
船
場

（
大
津
閘
門
前
）

北
国
橋

大
津
閘
門

第
一

ト
ン
ネ
ル

三
井
寺
駅

京阪石山坂本線

一
燈
園

い
ず
み
幼
稚
園

諸
羽ト
ン
ネ
ル

乗
下
船
場

（
四
ノ
宮
舟
溜
）

四
宮
駅

JR東
海
道

本
線

京
阪
京
津
線

明
治
期
京
都
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
クト
、琵
琶
湖
疏
水
事
業
と
は

　
明
治
維
新
後
の
事
実
上
の
東
京
遷
都
に
よ

り
、京
都
の
産
業
は
急
激
に
衰
退
し
た
。こ
の
京

都
を
復
興
さ
せ
る
た
め
、琵
琶
湖
の
水
を
京
都

に
通
す
人
工
運
河
の
建
設
を
行
っ
た
の
が
琵

琶
湖
疏
水
事
業
(大
津
～
鴨
川
間
は
1885年

着
工
～
1890年

完
成
)で
あ
る
。三
代
目
京
都

府
知
事
・
北
垣
国
道
、満
21歳

の
若
さ
で
主

任
技
師
を
任
さ
れ
た
田
邉
朔
郎
、そ
し
て
多
く

の
市
民
た
ち
が
大
き
な
困
難
を
克
服
し
、す
べ

て
日
本
人
の
み
の
手
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ

た
我
が
国
最
初
の
大
土
木
事
業
で
あ
る
。

　
市
の
年
間
予
算
の
十
数
倍
と
い
う
膨
大
な

費
用
を
投
入
、当
時
の
未
発
達
な
土
木
技
術

や
貧
弱
な
機
械
・
材
料
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
工

事
は
進
め
ら
れ
た
。大
半
の
資
材
も
自
給
自
足
、

夜
に
技
術
者
を
養
成
、昼
に
は
実
践
す
る
と
い

う
現
代
で
は
お
よ
そ
想
像
も
つ
か
な
い
努
力
の

積
み
重
ね
で
あ
っ
た
。

　
最
も
大
き
な
変
更
計
画
は
、米
国
視
察
を

行
っ
た
田
邉
朔
郎
が
北
垣
知
事
を
説
得
し
、工

事
の
途
中
で
水
力
発
電
の
実
用
化
に
踏
み

切
っ
た
こ
と
で
あ
る
。明
治
24年

、蹴
上
に
日
本

最
初
の
商
業
用
水
力
発
電
所
が
稼
働
し
た
こ
と

は
、我
が
国
の
文
明
史
に
大
き
な
足
跡
を
残
す

北
垣
 国
道
（
知
事
）

く
に
み
ち

き
た
が
き

但
馬
国
養
父
郡
の
庄
屋
の
家
に
生
ま
れ
、幕
末

の
志
士
と
し
て
活
躍
し
、戊
辰
戦
争
に
参
軍
。

高
知
、徳
島
の
県
令
な
ど
を
経
て
、京
都
府
知
事

に
就
任
。琵
琶
湖
疏
水
を
完
成
さ
せ
、京
都
の

近
代
化
の
礎
を
築
い
た
。

田
邉
 朔
郎
（
技
師
）

さ
く
ろ
う

た
な
べ

土
木
工
学
者
。江
戸
で
幕
臣
の
家
に
生
ま
れ
、

工
部
大
学
校（
現
東
京
大
学
）卒
業
と
同
時
に

琵
琶
湖
疏
水
建
設
の
主
任
技
師
とし
て
北
垣
に

登
用
さ
れ
る
。第
2琵
琶
湖
疏
水
や
北
海
道
の

鉄
道
開
発
等
で
も
活
躍
。

田
邉
：知
事
閣
下
、現
行
計
画
の
水
車
を
取
り
や
め
て
、

イン
クライン

下
に
水
力
発
電
所
を

作
って
は
如
何
で
しょう

。

北
垣
：田
邉
君
、今
更
何
を
言
い
出
す
ん
だ
。

国
にも
、議
会
にも
、府
民
にも

水
車
で
話
を
進
め
てき
た
で
は
な
い
か
？

田
邉：技

術
の
進
歩
が
早く、

欧
米
で
は
水
車
より
電
力
利
用
に
傾
斜
して
い
ま
す。

疏
水
の
電
力
で
工
場
を
造り、電

車
を
走
ら
せ
、

家
庭
や
街
に
電
灯
を
灯
しま
す。

い
ま
、水
力
発
電
に
切り
替
えな
け
れ
ば
、

時
代
遅
れ
に
な
ってしまい

ま
す
!

3月水
土

金
木

火
月

日
1

2
3

4
5

6
7

8
9
10

11
12

13
14

15
16

17

18
19

20
21

22
23

24

25
26

27
28

29◎
30◎

31◎

4月水
土

金
木

火
月

日1◎
2◎

3◎
4◎

5◎
6◎

7◎
8◎

9◇
10

11
12◇

13◇
14○

15○
16◇

17
18

19◇
20◇

21○
22○

23◇
24

25
26◇

27◇
28◎

29◎
30◎

5月水
土

金
木

火
月

日
1◎

2◎
3◎

4◎
5◎

6◎
7

8
9
10◇

11◇
12○

13○
14◇

15
16

17◇
18◇

19○
20○

21◇
22

23
24◇

25◇
26○

27○
28◇

29
30

31

10月水
土

金
木

火
月

日
1

2
3

4
5

6○
7○

8○
9
10

11
12

13○
14○

15
16

17
18

19
20○

21○
22

23
24

25◇
26◇

27○
28○

29◇
30

31

11月水
土

金
木

火
月

日
1◇

2◇
3○

4○
5◇

6
7

8◇
9◇
10○

11○
12◇

13
14

15◇
16◇

17○
18○

19◇
20

21
22◎

23◎
24◎

25◎
26◎

27◎
28◎

29
30

http://w
w
w
.biw

ako-sosui.jp/

〒
600-8023 京

都
市
下
京
区
河
原
町
通
松
原
上
ル
2丁
目
富
永
町
338

京
阪
四
条
河
原
町
ビ
ル
7階
 JTB西

日
本
京
都
支
店
内

TEL.075-365-7768　
FAX.075-365-7757

※
お
電
話
で
の
ご
予
約
は
承
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

2018年
2月
1日
～
5月
28日

、8月
13日

～
11月

28日
平
日
 9：30～

17：30
土
曜
･日
曜
･祝
日（
振
替
休
日
を
含
む
）

び
わ
湖
疏
水
船

事
業
主
体
／
琵
琶
湖
疏
水
沿
線
魅
力
創
造
協
議
会

運
営
事
業
者
／
琵
琶
湖
汽
船
株
式
会
社
、株
式
会
社
ＪＴＢ

西
日
本

※
表
紙
の
写
真
は
合
成
画
像
で
す
。

※
写
真：京

都
市
上
下
水
道
局・田

邉
家
資
料
よ
り

※
写
真：琵

琶
湖
疏
水
記
念
館
常
設
展
示
図
録
か
ら
転
載

び
わ
湖
疏
水
船

受
付
事
務
局

2018年
度
 乗
船
カ
レ
ン
ダ
ー

運
航
ダ
イ
ヤ

乗
下
船
場

乗
船
料
金

疏
水
船
概
要

下
り
便

１
日
５
便
／
所
要
時
間
約
５５
分（
定
員
１２
名
）

お
ひとり

／
お
とな・こども

共
同
額（
消
費
税
込
）

通
常
期

◇
ト
ッ
プ
期

◎
繁
忙
期

○

滋
賀・大

津
 発

京
都・山

科
 着
/発

京
都・蹴

上
 着

－

９：００

９：５５

９：４０
/９：５０

１０：２０

９：１５

－

１３：２０

１２：２５

－

１３：４０

１２：４５

－

１６：４０

１５：４５

上
り
便

１
日
４
便
／
所
要
時
間
約
３５
分（
定
員
８
～
１２
名
※
調
整
中
）

京
都・蹴

上
 発

滋
賀・大

津
 着

１１：２０

１０：４５

１１：４０

１１：０５

１４：４５

１４：１０

１５：０５

１４：３０

通
常
期（
◇
）

月・木・金（
平
日
）

大
津
～
蹴
上
間
 4,000

円

繁
忙
期（
○
）

土・日・祝

大
津
～
蹴
上
間
 5,000

円

曜
日

料
金

料
金

（
下
り
2便
の
み
）

トッ
プ
期（
◎
）

期
間
中
毎
日
運
航

大
津
～
蹴
上
間
 8,000

円

大
津
→
山
科
間
 2,000

円
山
科
→
蹴
上
間
 3,000

円
大
津
→
山
科
間
 1,500

円
山
科
→
蹴
上
間
 2,500

円
大
津
→
山
科
間
 3,500

円
山
科
→
蹴
上
間
 4,500

円

※
上
り
便
に
山
科
発
着
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

※
不
定
期
便
に
つ
き
、時
間
は
前
後
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

●
取
消
料

60日
前
以
降

30日
前
以
降

21日
前
以
降

10日
前
以
降

7日
前
以
降

1日
前（
前
日
）以
降

0日
前（
当
日
）以
降

利
用
日（
乗
船
日
）

1日
貸
切
手
配
の
場
合
の
み
貸
切
料
金
の
10％

1便
貸
切
手
配
の
場
合
の
み
貸
切
料
金
の
10％

乗
船
料
金（
貸
切
料
金
）の

10％
20％
30％
50％
100％

め
い
じ
号

へ
い
せ
い
号

最
大
搭
載
定
員

主
機

関
航
海
速
力

航
行
区
域

14名（
操
船
者
2名
お
よ
び
旅
客

12名
）

船
外
機
 1基
60PS×

PRM
約
10ノット
JC
I 平
面
区
域

全
長

登
録

長
深

さ
喫
水（
計
画・満

載
時
）

総
ト
ン

数

7.50m
6.75m
0.75m
0.30m
2.2ト
ン

●
乗
船
場
で
の
案
内
開
始
時
刻
は
出
航
時
間
の
20分

前
を
予
定し
て
おりま

す
。●
不
定
期
便
に
つ
き
、到
着
時
間
は
前
後
す
る
場
合
が
ござ

い
ます
。●
乗
船
中
は
船
で
準
備
され
て
い
るライフジャ

ケットをご
着
用
い
た
だきます

。●
雨
天
時
は
、レ
イン
コ
ート・雨

合
羽
等
をご
自
身
でご

用
意ください

。（
船
に
は
屋
根
が
付
い
て
おります

が
、前
方
お
よ
び
隙
間
から
雨
が
入
ってくることが

あります
。また

、安
全
上
、船
内
に
お
け
る

傘
の
使
用
は
禁
止
され
て
おります

。）●
航
路
上
のトン

ネ
ル
内
は
地
上
より
気
温
が
低
い
た
め（
約
5度
低
下
）、気
温
に
よって

防
寒
対
策
の
ご

用
意
を
お
す
す
め
致します

。●
乗
下
船
場
お
よ
び
乗
船
中
の
飲
食・喫

煙
は
出
来
ま
せ
ん
。●
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
など
、大
きな
手
荷
物
を
持
ち
込
ん

で
の
乗
船
は
出
来
ま
せ
ん
。●
遅
刻
等
に
より
乗
船
前
の
案
内
開
始
時
刻
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
、ご
乗
船
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
ござ
い
ま
す

の
でご
注
意ください

。●
遅
刻
等
に
よりご

乗
船
出
来
な
か
った
場
合
、便
や
日
時
の
振
り
替
え
、及
び
乗
船
料
の
払
い
戻し
はござ

い
ませ
ん
。

TEL. ０６
-６９４５

-４５６０（
平
日９：００

～
１９：００

／
土
休
日９：００

～
１７：００

）

※
掲
載
の
情
報
は
2018年

2月
1日
現
在
の
も
の
で
す
。乗
車
券
の
内
容
は

　
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

京
都
地
下
鉄
・
京
阪
大
津
線
 1dayチ

ケ
ット

～
 京
都
・
大
津
・
琵
琶
湖
疏
水
周
辺
の
観
光
に！ ～

［
お
問
い
合
せ
］ 京
阪
電
車
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

京
都
市
営
地
下
鉄（
烏
丸
線
、東
西
線
）と
京
阪
大
津
線
が
乗
り
放
題
の
企
画
乗
車

券
を
発
売
中！ 詳

しくは
京
阪
電
車
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
くだ
さ
い
。

注
意
事
項（
必
ず
お
読
み
くだ
さ
い
）

ア
ク
セ
ス

烏
丸
御
池
駅

約
4分

約
4分

約
5分

約
2分

約
4分

約
2分

約
5分

約
12分

徒
歩

約
5分

約
6分

約
2分

三
条
京
阪
駅

河
原
町
駅

祇
園
四
条
駅

三
条
駅

蹴
上
駅

山
科
駅

山
科
駅

京
都
駅

膳
所
駅

大
津
駅

四
宮
駅

約
2分

約
6分

JR
京
都
市
営
地
下
鉄

京
阪
電
車

阪
急
電
鉄

検
索

京
都
や
琵
琶
湖
疏
水
を
愛
す
る
方
に「
琵
琶
湖
疏
水
通
船
」の
事
業
を
応
援
い
た

だ
くた
め
ふ
る
さと
納
税
の
ご
寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す
。寄
付
額
に
応
じ
て
、返
礼
品

（
特
典
）とし
て
乗
船
ご
招
待
の
ほ
か
、京
都
市
動
物
園
入
園
券
や
無
鄰
菴
入
場
券

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。詳
し
くは
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
くだ
さ
い
。

※
下
り
便・上

り
便
は
同
額
で
す
。（
下
り
2便
除
く
）※
３
歳
未
満
の
お
子
様
は
、保
護
者
の
方
の
膝
の
上
に
同
席
す
る
場
合
は
無
料
で
ご
乗

船
い
た
だ
け
ま
す
。※
1日
貸
切
船
、1便

貸
切
船
を
ご
希
望
の
方
は
別
途
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
くだ
さ
い
。●
最
少
受
付
人
員：1名

※
上
記
は
貸
切
手
配
を
除
き
、1人
あ
た
り
の
取
消
料
と
な
りま
す
。※
貸
切
手
配
以
外
の
場
合
、利
用
日（
乗
船
日
）の
22日

前
ま
で
取
消
料

は
発
生
し
ま
せ
ん
。※
悪
天
候
等
に
よ
る
運
休
の
場
合
は
全
額
払
い
戻
し
と
な
りま
す
。 

第
1疏
水
第
2ト
ン
ネ
ル
東
口
で
洞
門
工
事（
明
治
21年

） 当
時
の
大
津
閘
門

当
時
の
大
津
閘
門

５
万
円
以
上
で
乗
船
に
ご
招
待
い
た
し
ま
す！

京
都
市
上
下
水
道
局
ふ
る
さと
納
税

す
べ
て
は
未
来
の
京
都
の
た
め
に
―
。

先
人
た
ち
の
夢
の
水
路

京阪・三井寺駅から徒歩約２分
地
下
鉄・蹴

上
駅から徒

歩約
3分

京
阪・四

宮
駅から徒

歩約
10分

平
成
30年

2月
 発
行

　
　
  （
3～
5月
）は
2/1～

発
売
　
　
  （
10月
以
降
）は
8/13～

発
売

春
季

秋
季

お
問
い
合
せ・ご

予
約
は

み
　
　
ち

※
各
乗
下
船
場
に
は
駐
車
場
が
あ
りま
せ
ん
の
で
、公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
くだ
さ
い
。

※
2018年

3月、浜
大
津
駅
の
駅
名
は「
び
わ
湖
浜
大
津
」に
変
わります

。

※
乗
船
す
る
船
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。営
業
期
間

営
業日・時

間
休
　
　
日

大
津

蹴
上

山
科

先人の夢遥かなり

    うるわしきかな水の旅

び
わ
湖
疏
水
船

－
京
都
　
大
津
 since1890－

Biw
ako  Sosu isen

Kyoto-
O
tsu

2
018

琵
琶
湖
疏
水
通
船

復
活

since1890

琵
琶
湖
疏
水
通
船
復
活
応
援
寄
附
金

こ
とと
な
っ
た
。

　
世
界
的
に
も
稀
有
な
都
市
づ
く
り
の
源
流

は
、今
も
命
の
水
を
京
都
に
運
び
続
け
て
い
る
。

蹴
上
駅

乗
下
船
場

（
旧
御
所
水
道

 ポ
ン
プ
室
前
）

蹴
上

イン
ク
ラ
イン

蹴
上
浄
水
場

日
向
大
神
宮
参
道
入
口

三
条
通

第
三

ト
ン
ネ
ル

地下鉄東西線

三
井
寺
駅

京
阪
膳
所
駅

※び
わ
湖
浜
大
津
駅

http://w
w
w
.keihan.co.jp/traffic/



真
っ
直
ぐ
に
伸
び
るト
ン
ネ
ル
の
、遥
か
向
こ
う
の
か
す
か
な
光
。

そ
れ
は
約
130年

前
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
奇
跡
の
光
で
し
た
。

今
も
京
都
に「
命
の
水
」を
運
び
続
け
る
琵
琶
湖
疏
水
は
、

歴
史
の
偉
業
を
語
り
続
け
るト
ン
ネ
ル
を
抜
け

桜
や
新
緑
、紅
葉
に
彩
ら
れ
る
山
す
そ
を
縫
っ
て
、ゆ
る
や
か
に
進
み
ま
す
。

そ
の
景
観
は
、明
治
の
偉
業
か
ら
生
ま
れ
た
京
都
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
で
す
。

約
70年

の
時
を
経
て
復
活
し
た
琵
琶
湖
疏
水
の
遊
覧
で
、

奇
跡
の
光
を
、神

し々
い
情
景
を
、ぜ
ひ
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

山
科
駅
か
ら
毘
沙
門
堂
へ
の
参
道
に
あ
る
安
朱
橋
付
近
に
は
、

桜
や
紅
葉
の
ほ
か
地
域
の
方
が
丹
精
を
込
め
て
育
て
る
菜
の

花
や
コ
ス
モ
ス
な
ど
四
季
折
の々
花
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

山
科
疏
水
を
斜
め
に
渡
る
鮮
や
か
な
朱
塗
り
の
橋
。橋
の
先
に
は
徳

川
光
圀
公
ゆ
か
り
の
お
寺
、本
圀
寺
が
あ
り
ま
す
。

第
三
ト
ン
ネ
ル
の
東
口
付
近
に
あ
る
小
さ
な
橋
は

実
は
、日
本
で
初
め
て
造
ら
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
。橋
の
横
に
建
て
ら
れ
た
石
碑
が
先
人
の
偉

業
を
讃
え
て
い
ま
す
。

馬
蹄
型
の
出
入
り
口
が
特
徴
的
な
第
二
ト
ン
ネ
ル
西
口
。

蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン

南
禅
寺
 水
路
閣

第
三
ト
ン
ネ
ル
西
口
と
旧
御
所
水
道
ポ
ン
プ
室

全
長
2436m

に
及
ぶ
第
一
ト
ン
ネ
ル
の
東
口
に
は

伊
藤
博
文
が
揮
毫
し
た「
氣
象
萬
千
」の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
２３
年
４
月
の
明
治

天
皇
が
ご
臨
席
し
た
通

水
式
か
ら
使
用
さ
れ
る
石

と
煉
瓦
で
造
ら
れ
た
洋

式
閘
門
で
す
。

意
味
／
疏
水
を
た
た
え
る
大
地
は
、奥
深
く
ひ
ろ
び
ろ
と
し
て
い
る
。

揮
毫
者
／
山
県
有
朋

３
つ
の
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
口
に
は
偉
人

た
ち
の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

疏
水
M
AP

明
治
期
京
都
の
偉
大
な
事
業
、

今
に
想
え
る
ひ
と
と
き
を
。

明
治
の
意
匠
が

漂
う
ト
ン
ネ
ル

第
二
ト
ン
ネ
ル
 西
口

第
一
ト
ン
ネ
ル
 東
口

大
津
閘
門（
こ
う
も
ん
）

山
科
疏
水・安

朱
橋
周
辺

第
11号

橋

四
ノ
宮
舟
溜

本
圀
寺
正
嫡
橋

自
然
豊
か
な

舟
の
停
泊
地
跡

疏
水
に
架
か
る
朱
塗
り
橋

ガ
イド
が
ご
案
内
す
る

歴
史
ロ
マ
ン

桜
と
菜
の
花
の
協
演

「
扁
額
」が
伝
え
る

偉
人
た
ち
の
熱
い
想
い

偉
業
を
称
え
た
堂
々
た
る

花
崗
岩
の
洋
門

明
治
天
皇
が

ご
臨
席
し
た
通
水
式

日
本
初
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

う
る
　
し
き
水
の
旅

か
つ
て
の
船
の
荷
下
し
や
船
頭
の
休
憩
場
所
。今
は

東
山
自
然
緑
地
と
し
て
紅
葉
や
イ
チ
ョ
ウ
が
美
し
く
、サ

ギ
が
佇
む
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

桜
舞
う
水
路
、輝
く
新
緑
、空
を
染
め
る
紅
葉
―

 。
堂
々
た
る
洞
門
や
元
勲
た
ち
の
扁
額
に
、明
治
の
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

四
季
の
憧
憬
に
心
を
ふ
る
わ
せ
る

第
一
ト
ン
ネ
ル
西
口
扁
額

「
廓
其
有
容
（
か
くと
し
て
そ
れ
い
る
る
こ
と
あ
り
）」

JR東
海
道
本
線

JR湖西線

び
わ
湖

京阪鴨東線

地下鉄烏丸線

至 米原 至 石山寺

京阪
石山坂本線

至 坂本
至 出町柳

鴨川

南
禅
寺
 水
路
閣

毘
沙
門
堂

三
井
寺

大
津
港

平
安
神
宮

第
二
ト
ン
ネ
ル

諸
羽
ト
ン
ネ
ル

第
一
ト
ン
ネ
ル

第
三
ト
ン
ネ
ル

三
条
京
阪

烏
丸
御
池

京都
市役所前

丸
太
町

河
原
町

烏
丸

四
条

五
条

京
都

京
阪
山
科

東
山

蹴
上

御
陵

四
宮

浜
大
津

三
井
寺

山
科

山
科

大
津

京
都

三条祇園四
条京阪本
線

大
津
閘
門

四
ノ
宮
舟
溜

旧
御
所
水
道

ポ
ン
プ
室 蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ
ン

無
鄰
菴

山
科
疏
水

緊
急
遮
断
ゲ
ー
ト

第
11号

橋

本
圀
寺
正
嫡
橋

琵
琶
湖
疏
水
記
念
館

鶴
巻
鶴
一
の

私
邸

北
国
橋

乗
下
船
場

乗
下
船
場

乗
下
船
場

京
阪
京
津
線

蹴
上
エ
リ
ア

山
科
エ
リ
ア

大
津
エ
リ
ア

地
下
鉄
東
西
線

阪
急
京
都
線

散
策
ル
ー
ト

至 淀屋
橋・中之島


